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第 61期 中間期
2024.3.1 >> 2024.8.31

株 主 通 信

私たちは｢安全・安心｣と
｢価値ある商品・サービス｣の提供を通じて、
お客様の健康で豊かな食生活に貢献します。

グループ理念



株主の皆様におかれましては、平素より当社事業に対し
格別のご支援とご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
ここに第61期中間期の株主通信をお届けいたします。

 経営環境
　食品業界におきましては、原材料価格や労働コストの
上昇に伴う商品価格の値上げが継続するなかで、消費者
の節約志向が一層高まっております。
　このような環境下において、当社は消費者のニーズを
的確に捉えた商品開発、コスト上昇に対応した原価管理
の徹底に努めております。また、省力化機械の導入推進
や生産体制の見直しによる生産性向上のほか、さらなる
成長に向けたグローバルな事業基盤の構築に取り組ん
でまいりました。

 中間期として過去最高の売上高を達成
　2025年2月期中間期の業績につきましては、国内に
おける消費者の節約志向の高まりなどの影響を受け、
既存工場の売上高は前年同期を下回りました。しかし、
昨年秋以降に稼働した国内外の工場の貢献により、連
結の売上高は前年同期比10.3％増加の1,136億円とな
り、中間期として過去最高を記録いたしました。
　利益面では、本年3月に稼働いたしました入間工場
の初期赤字が影響し、営業利益および経常利益は前年
同期を下回りましたが、親会社株主に帰属する中間純
利益は前年同期を上回りました。

 通期の業績予想
　収益力の一層の向上を目的とした工場再編が下期よ
り本格化いたします。工場再編は多額の費用がかかる
ことから、これが一時的に利益を押し下げる要因とな
りますが、将来的な成長に向けた重要な取り組みであ
ることをご理解賜りますようお願い申し上げます。
　また、当中間期に伸び悩んだ国内の販売動向は年間
を通じて大きく変わらないと見込まれるため、通期の
業績予想を修正いたしました。

 
 安定的・継続的な配当の実施

　今期の中間配当金は1株あたり45円といたしました。
また、期末配当金につきましては、工場再編に伴う利益
水準の低下は一時的なものであるため、安定的・継続的
に配当を実施するという基本方針に基づき、1株あた
り45円（年間合計90円）を予定しております。

　今後も収益構造の強化を図り、企業価値を一層高め、
持続的に成長する企業グループを目指してまいります。
株主の皆様におかれましては、さらなるご支援とご理解
を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

株主の皆様へ

代表取締役社長    



セグメント別の概況

 2025年2月期 中間期決算ハイライト

89.1％89.1％

5.3％5.3％
5.6％5.6％

セグメント別売上高構成比

食 品 関 連 事 業
コンビニエンスストア向け弁当・おにぎり・調理パン・惣
菜・和菓子等の製造販売。
国内外の新工場が増収に寄与しました。国内の新工場
では調理麺と焼きたてパンを製造しており、当社が取
り組む「売上ポー
トフォリオの見直
し」が進展しまし
た。この結果、非米
飯商品の売上構成
比は33.5％となり
ました。

売上高
1,012億円
前年同期比 11.9％増

営業利益
40.7億円

前年同期比 5.8％減

食材関連事業
国内外からの食品用材料の

調達・加工・販売。
売上高

59億円
前年同期比 0.4％増

営業利益
2.6億円

前年同期比 60.4％増

物流関連事業
食品・食材等の仕分・配送、

物流システムの提案。

■中間期  ■ ■ 通期 ■中間期  ■ ■ 通期 ■中間期  ■ ■ 通期 ■中間期  ■ ■ 通期 ■中間期  ■ ■ 通期
（億円） （億円） （億円）

2,225
（予想）

1,943

37
50

68

33

６

32

42

27

28

90
（予想）

2024年
2月期

2025年
2月期

2021年
2月期

2022年
2月期

2024年
2月期

2025年
2月期

2021年
2月期

2022年
2月期

2024年
2月期

2025年
2月期

2021年
2月期

2022年
2月期

2024年
2月期

2025年
2月期

2021年
2月期

2022年
2月期

2023年
2月期

2025年
2月期

2021年
2月期

2022年
2月期

1,923 2,070

44

63

1,136

42 46

48
1,030

44

50
45

（予想）
45

（予想）

45

45

90

45

46 28

2023年
2月期

2023年
2月期

2023年
2月期

2023年
2月期

2024年
2月期

1,944
49 65

40

（円）（億円）

36
（予想）

38
（予想）

20
（予想）

前年同期比　10.3％増
1,136億円

売上高

前年同期比　5.2％減 
42億円

営業利益

前年同期比　5.1％減 
46億円

経常利益

前年同期比　1.8％増
28億円

親会社株主に帰属する 
中間（当期）純利益

中間45円

1株あたり配当金

期末45円　年間90円（予想）

全国で販売がスタートした「どーんとおむすび」
シリーズは、人気の具材やメニューを片手で手
軽に楽しめると好評です。通常サイズのおむす
びの約1.5倍のごはんと、大きな具材をたっぷり
味わえるため、お弁当のような満足感があり、手
ごろな価格も魅力です。

大満足！ 具だくさんおむすび

どーんとおむすび　
照焼チキンステーキ

大きな照焼チキンに、
コクのある醤油ダレ
とマヨネーズで食べ
応え抜群！

どーんとおむすび
のり弁

白身魚のフライに揚げ
ちくわ、明太子などが
入った、まるでのり弁
のようなおむすびです。

食品関連事業

売上高
63億円

前年同期比 1.8％減

営業利益
3.8億円

前年同期比 7.4％減
非米飯商品の売上構成比

6.6ポイント増加

2024年２月期
中間期

2025年２月期
中間期

26.9％26.9％ 33.5％33.5％



　セブン-イレブンでは、おいしさや品質を保ちながら、
手頃な価格で提供する「うれしい値！」商品の充実を進
めています。当社グループでも、多様な「うれしい値！」
商品の開発・製造に取り組んでいます。

　地域の食材を使用した商品や、地域で親しまれている
メニューを揃えたフェアが全国のセブン-イレブンで継
続的に実施されています。
　当社グループの商品開発では、伝統野菜を次の世代に繋
げるため、地域の高校生との共同商品開発や、ひと手間をか
けて傷のある野菜を使用するなどの取り組みをしています。

※一部販売を終了している商品があります。

TOPICS

福島県
おいしい福島応援フェア
松川浦産あおさ使用
のり塩むすび

長野県
キムたくチャーハン

秋田県
健康秋田いきいき応援フェア
横手やきそば

埼玉県
埼玉県産豚肉の
炭火焼き豚みそ丼

青森県
だし活＋地産地消で 
元気あおもりフェア
スタミナ焼肉丼
青森産ななこいも
とろろ使用

冷たいまま食べる
鶏唐揚げ
ぼたんこしょうまみれ

長野県

 「うれしい値
ね

！ 」 でお得なおいしさをお届け 地域限定のご当地グルメが話題！

山梨うまいもんフェア
冷製鳥もつ煮

山梨県
岩手県
岩手の食財　応援フェア
岩手県産小麦使用
ひっつみ汁

「うれしい値! 」
商品の一部

天タレまぶしおむすび
紅生姜入り 118円

バターチキンカレー
348円

麻婆丼
348円

北海道十勝産小豆使用
粒あん＆ホイップ
どら焼  194円

たまごサンド
248円 ツナサラダロール 170円

　将来の需要変化を見据え、主にチルド米飯
商品を手掛ける新工場を来年3月に群馬県伊
勢崎市で稼働させる一方、３つの常温米飯工
場を閉鎖します。チルド米飯商品の高まる需
要に対応しつつ、製造の集約により生産効率
を高め、収益性の向上を図る計画です。

国内工場再編

※ 一部販売を終了している商品、また店舗により取扱いがない場合があります。
（価格は全て税込み）

チルド米飯商品を製造予定の伊勢崎工場（イメージ）



水素燃料電池トラックを導入
　物流事業を担う株式会社ベスト
ランスは、CO2を排出しない水素燃
料電池トラックを導入し、店舗への
商品配送で実証実験を行うことが
決まっています。

食品安全マネジメントシステムの
国際規格を取得

　わらべや日洋食品株式会社は、食品
の安全管理レベルをさらに向上させ、
社会で高まる安全意識にお応えするた
め、国際規格の「FSSC22000」を東京
工場および本社で取得しました。

継続した地域貢献活動の実施
　当社は、地域社会貢献活動の一環として、特別支援学校へ
の図書等の寄贈を実施しています。
　本年は、工場周辺にある特別支援学校95校に対し、各校が
希望する図書や教材（約930万円分）をお届けする予定です。

出汁の風味とバターのコクに、
たらこの旨味をたっぷり感じら
れます。

クリーミーなかぼちゃのポタージュにご
ろっとしたかぼちゃをトッピングしまし
た。時間をかけて引き出した、素材本来の
おいしさを味わえます。

色鮮やかなオレンジ色のトルティーヤ
生地で、野菜とスパイスを効かせたチ
キンを包みました。パッケージの改良
により、さらに食べやすくなりました。

モチモチの生地でたっぷりの
さつまいもあんを包み、金胡
麻をまぶして焼き上げ、ヘル
シーに仕上げました。

新商品情報

たらこの和風パスタ

野菜を飲むスープ かぼちゃ

WRAP DELI ケバブ風チキン

揚げない胡麻団子 さつまいもあん

新商品紹介
当社ウェブサイトでは「新商品のお知ら
せ」として毎週新商品を紹介しています。

https://www.warabeya.co.jp/ja/news6/news6_new20240110.html

サステナビリティへの取り組み

1

2

3

伊勢崎工場（群馬県）
新設

群馬工場（群馬県）
2025年2月閉鎖予定

大宮工場（埼玉県）
2025年2月閉鎖予定

千葉工場（千葉県）
2025年2月閉鎖予定

横浜工場（神奈川県）
既存

他工場
既存

首都圏における生産性向上およびチルド米飯商品の生産体制強化

製 造 の 移 管



商 号 わらべや日洋ホールディングス株式会社
（WARABEYA NICHIYO HOLDINGS CO., LTD.）

設 立 1964年3月18日
資 本 金 8,049百万円

従 業 員 （連結）社員2,078名／
　　　臨時従業員8,053名（1日8時間労働換算）

発行可能株式総数 55,000,000株
発行済株式の総数 17,625,660株 （自己株式12,060株含む）

株 主 数 11,832名

所有者別株式分布状況

金融商品取引業者 2.75%

30.48%

自己株式 0.07%

25.10%16.15% 25.45%

個人・その他外国法人等金融機関 その他の法人

会社概要 （2024年8月31日現在）

株式の状況

株主メモ

下記QRコードもしくはURLからアクセスいただき、アクセスキー入力後に表示されるアンケートサイトにてご回答ください。

当社では、株主の皆様の声をお聞かせいただくため、
アンケートを実施いたします。お手数ではございますが、
アンケートへのご協力をお願いいたします。

株主の皆様の声をお聞かせください

ご回答いただいた方の中から抽選で薄謝を進呈させていただきます。

スマートフォンから
カメラ機能でQRコードを読み取り
QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

本アンケートは、株式会社プロネクサスの提供する「コエキク」サービスにより実施いたします。
アンケートのお問い合わせ「コエキク事務局」        koekiku@pronexus.co.jp

https://koekiku.jp アクセスキー

事 業 年 度 3月1日から翌年2月末日まで

定 時 株 主 総 会 5月

定時株主総会の基準日 2月末日

配当金受領株主確定日 （中間配当金）8月31日  （期末配当金）2月末日

株 主 名 簿 管 理 人 
特 別 口 座 管 理 機 関 三菱UFJ信託銀行株式会社

連 絡 先 
 

三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部　
東京都府中市日鋼町1-1　
電話0120-232-711（通話料無料）

郵 送 先 〒137-8081 新東京郵便局私書箱第29号 
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

公 告 掲 載 URL 
 
 

https://www.warabeya.co.jp/ja/ir/
stock/accounting.html
ただし、事故、その他やむを得ない事由が生じた
場合は、日本経済新聞に掲載して行います。

より詳細な会社情報は
Webサイトをご覧ください
https://www.warabeya.co.jp/ja/index.html

〒162-8020 東京都新宿区富久町13番19号
TEL：03-5363-7010（代表）
https://www.warabeya.co.jp/ja/index.html

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

環境保全のため、FSC®認証紙と植物油インキを
使用して印刷しています。

https://www.warabeya.co.jp/ja/ir/stock/accounting.html



